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持続可能な復興広報を考える検討会

ヤフーの復興支援10年の歩み

と風評風化対策について
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本発表の概要

風化防止、風評被害防止のための広報の在り方を検討するにあたり、
東日本大震災における弊社の支援活動を振り返りながら、持続性を担保するための指針について述べます。

持続可能性を担保するためには、現在の状況を深く知り、分析するした上で、大局的かつ長期的な計画、
未来に向けたあるべき姿を定義し、施策の方針決定、KGIKPI設計を統率する必要があると考えます。

実行にあたっては、組織整備と運用のための中期計画を策定し、施策のPDCAサイクルを回すことで、施策の品質を
向上させ、予算とリソースの妥当性の判断を可能にしたうえで持続可能性を担保することが重要です。

復興はどのような状態を目指すべきなのか。
今後100年続く原発災害の諸課題を踏まえて、風評防止と風化対策はどのように取り組むべきか。

ヤフーが震災から10年間を行ってきた被災地支援の経験から、
行政広報による風化・風評の防止抑止策についての参考意見を申し上げます。
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発災から10年間の歩み ～よそ者・若者・バカ者として被災地に関わり行動する～

2011 2022発災
救助
救援

復旧 復興
被災地の把握、被災者の救助救援 インフラ・社会機能の復旧 都市再建など地域の復興

義援金

節電電力メーター公開

支援ギフト便

チャリティーオークション

写真保存プロジェクト

発災当日のヤフー社員

石巻に復興BASE開設

地場企業支援・復興デパートメント

地場産業支援・フィッシャーマンプロジェクト

周年特設サイト

ツール・ド・東北

緊急災害対応アライアンスSEMA設立
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Search for 3.11の継続

3月11日に「3.11」と「Yahoo!検索」で検索すると
10円、「LINE Search（LINEのニュースタブ上
部の検索窓）」で検索すると10円、合計ひとりに
つき20円を寄付できる取り組み「検索は、チカラに
なる。」を実施。

■22年実績
「3.11 検索は、チカラになる。」（Yahoo!検索、LINE Search）

寄付金額：81,972,720円（検索数合計：11,270,191人）

「3.11 寄付は、チカラになる。」（LINEスタンプ、Yahoo!ネット募金、LINE Pay）

寄付金額：27,001,477円

本企画の寄付総額：108,974,197円

検索するだけで募金に繋がる
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ツール・ド・東北の継続
被災地をめぐるツーリング、人々と産品との出会い

東日本大震災の復興支援と、震災の記憶を未来に
残すことを目的として2013年から毎年開催している自
転車イベント。

一年に一度、東北に想いを寄せ、現地に足を運ぶきっ
かけとなるイベントとして世界中からライダーが参加。地
域内外のボランティアと協賛企業各社のサポートにより
開催。20年、21年はコロナの影響による休止、オンラ
イン開催を経て22年9月に9回目を開催。

大会のべ参加ライダー＆ボランティア：27170人
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地域復興施策の継続

外側からの支援だけではなく、内側の支援を。
地場産業の付加価値創出と土台作り。

「フィッシャーマン・ジャパン」プロジェクト

水産業のイメージをカッコよくて、稼げて、革新的な「新3K」に変え、次世
代へと続く未来の水産業の形を提案していく若手漁師集団を結成。
2024年までに三陸に多様な能力をもつ新しい職種「新フィッシャーマン」
を1000人増やすというビジョンを掲げ、新しい働き方の提案や業種を超え
た関わりによって水産業に変革を起こすことを目指す。

「東北エールマーケット」

2011年にロンチした復興デパートメントを2016年にリニューアル。
出店店舗と商品の品ぞろえを約2倍に拡充、旬の食材を使ったレ
シピ等のコンテンツもより充実させ、「復興支援のために買う」から
「東北の本当に欲しいものを買う」モールに全面リニューアルを実施。
※現在はエシカル商品全般を扱うエールマーケットにアップデートされています
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被災地、廃炉の今を伝える取り組みの継続

ヤフーニュースコメント機能を活用し、被災した人々の声を集め
た特集をリリース。

福島の復興は何％まで進んだと思うかという質問に加え、 理
由を尋ねた。また、今も福島から避難している人や、現地で復
興に尽力している方に向けて、メッセージを集め、被災した方々
の「心の復興の在り方」について考えるきっかけを創出。

「知るは、チカラになる」 ♯知り続ける
知っておくべき情報を、わかりやすく、丁寧に。

今後100年続くと言われる廃炉や復興作業の現状を伝え
る特設サイトを公開。3月11日に合わせてヤフーニュースを
はじめ各所で「事実を知る」きっかけ、機会を創出。
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データでみる東日本大震災への取り組み
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ヤフー10年の施策から見えること

「知る、関わる、動く」
・「知る量、関係量、行く来る量」×「施策の品質」で、人々のアクション・行動を支え拡大する。

・知ることできっかけを創り、場の設計で関係人口を増やし、参加できる機能を作り自分事化を促す。
・オンラインオフライン問わず、人々の意思決定と行動にどれだけ貢献できるか、から考える。

知る 関わる 動く
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人々の意識の現在地、復興完了とは何か
東日本大震災から11年、福島の復興状況は?

出典：Yahoo!ニュース「みんなの意見」実施期間：2022/1/20(木)〜3/11(金)

出典：Yahoo!ニュース「ふくしま つづく避難と復興への道のり」
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風化と風評の防止・抑止の論点

風化防止 風評対策

これまで行政、メディアを中心に様々な取り組みがなされてきた。
被災地の「知る」機会の創出は行われている。

「関わる」機会は、移住、リモートワーク、eコマースサービス、リアルイベン
ト等を通じて間接直接問わず現地・産品・人に触れることも容易になっ
ている。

「行動する」機会は知る・関わると共に、観光等の施策により容易に
なってきた。

情報の流通経路が多様化し、誰しも情報発信が可能になって、私た
ちが触れる情報量は日々増加し続けている。

流通する情報は、正誤問わず混沌としたものであり、個人を軸とした情
報PFとの接点が増えたことによって、誤った情報に出会う確率は増して
いる。誤った情報は被災地ネガティブイメージの文脈に繋がりやすい。

情報消費過程で、特定のネガティブ情報に囲い込まれてエコーチェン
バー状態に陥りやすい土壌が形成されている。

誤った情報が正しい情報よりも流通してしまうのが現状。誤情報や偽
情報はゼロにはならない。action

あるべき姿を示した上で、「風化」(復興と反比例するのが風
化？）を定義・言語化し、適合する指標・方程式を作り出す
➡データを元に中期計画を策定し、達成度を測って改善がで
きる継続性のある施策、それを実現するための体制の整備

action
風評の要因を分解し、手当する箇所を見出す。対策するべき
内容と対象を明確に。誤った情報が流通するようであれば、迅
速かつ正確に量をもって打ち消す。
➡教育、ファクトチェック、情報発信起点の強化・継続
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【風化】中期計画の策定とPDCAによる品質向上

風化防止の策はすでに試みられ
おり、量も拡充している。

であれば何をするべき？

質的向上のために、事業全体を
統合する組織と運用のための土

台作りが重要。

PMO（Project Management Office）

を設置した上で、各省庁、民間
協力会社・団体ごとの施策は、
全体方針やKGI、予実に従って
施策KPIを設定。効果をトラッキ
ングする仕組みを取り入れる。

上記策定によって
適切な予算とリソースの決定、

PDCAが可能になる。

KGI

予実設計

事業者であればCSR的施策がNPS（Net Promoter Score）やwebブランド調査、メイン指標（検索ユーザー数等）にどのような好影響があったかを測定する

・ガイドライン
・対象選定
・施策の相互連携
・マーケ施策
・成果共有とFB
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【風評】風評の要因分析と対策方針を整理する

誤解・情報不足 ネガティブな認知 伝達 拡散 増幅

風評の影響と増大の流れ

どんな誤解があるか
何が不足しているのか

起点となる情報源は？
言説種類はどんなもの？

情報はどうやって流通してい
るのか

どんな層が誰に
誤った情報を共有しているか

誤った言説がどう肥大化し
再度還流して新たな誤解を

生んでいるのか

風評
被害の
拡大

教育の拡充
補完情報の拡充

対策
仮説

イシュー

情報源の調査と分類 流通ルートの分析
各デモグラ分析と内容の

相関分析
拡大させる因子の
特定と対処

HOW 具体的施策 具体的施策 具体的施策 具体的施策 具体的施策

問いの
設定と
解決策

14
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【風評】正しい情報の量の増加と種類の確保
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【施策】シンプルで柔らかいデザインの施策を

銀座、渋谷のヤフー屋外広告企画

311にあわせたメッセージ広告。津波の高さ
を表現し、東京で起こった場合の想定をつた
え、震災について知る、防災について考える
機会を創出する狙い。

多くの人がSNSで写真をアップして共有。災
害について知るきっかけの提供となった。また
見た人が津波の高さから自分事化、防災意
識の向上というサイクルが生まれた。

単純な施策だが、オフラインの施策がオンライ
ンに転換する仕掛けとなり、想定以上の効果
を生むことができた。

人々のアクションが連鎖する設計に。
施策のデザインはシンプルに、柔らかく。
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【今後】未来に向けた施策のアップデート

既存施策に加えて、次は「防災」を強化、未来世代へ向けての啓蒙啓発に
未来に向けた目線で、被災地、避難した方々、被災地外に生きる人々に向けて合致した施策を検討する
対象人口を意識し、間口を広く、未来を見据えて施策をアップデートさせていくことで途切れない復興支援に。

例
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本当に必要な情報を届けられていただろうか？
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